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呼吸器感染症 におけるCS-807の 臨床的検討

川平昌秀 ・武田博明 ・小林宏行

杏林大学医学部第一内科学教窒

呼吸器感染症5例(急 性気管支炎1例,慢 陛気管支炎の急性塔悪2例,気 管支拡張症1夙 びま

ん性汎細気管支炎1例)に 新しい経口用セファロスポリン系抗生剤であるCS-807を 投与し,その

臨床的効果および安全性について検討した。

その結果 著効1夙 有効3例,無 効1例 の成績が得られた。

副作用に関しては自他覚的な症状 所見はみられなかったが,臨 床検査値でGOTの 軽度上昇

が1例 に認められた。

以上より,少数例での検討ではあったが,本 剤は呼吸器感染症に対し安全に使用可能であり・有

用性が期待でき,かつ今後検討するに十分価値ある抗生剤であると考えられた。

CS-807は 新 しく開発 され た経 ロセフ ァロスポ リン剤

で あ る。本 剤 は 構 造 式 の 一 部 にIsopropoxycar-

bonyloxyethylを エステル結合 させ ることにより経 口吸

収性 を高め,さ らに β-lactamaseに 対 して も安定性 を

有 している。 グラム陽性 ・陰性菌に対 し広い抗菌スペ ク

トラムを有 している。著者 らは中等症以下の呼吸器感染

症例に対 して本剤を使用する機会 を得たのでその成績 を

報告する。

1.対 象 と 方 法

対象 は44才 か ら82才 までの5例 で あ り,疾 患の 内訳

は急性気管支炎1例,慢1生 気管支炎の急性増悪2例,気

管支拡張症の感染 性増悪1例,び まん性汎細気管支炎1

例である。

投与方法は,本 剤1回100mg,1日2回 の経 口投与 を

行 った。

投与期間は5日 か ら15日 である。投与に さいしては,

原則 として本剤使用前後 における末梢血所見お よび臨床

症状 を観察 し,さ らに喀疾中細菌検査,胸 部X線 像 をも

検討対象 とした。

臨床効果の判定 は,症 状,所 見の改善度か ら主治医が

それぞれの臨床経過 を詳細に観察 し,こ れを行 った。

II.成 績

1.症 例の背景分析(Table1)

5例 中3例 は,基 礎に内科的疾患 を有す る例 であり,

急性気管支炎例では気管支喘息を,び まん性汎細気管支

炎例では慢性腎不全 を,慢 性気管支炎の1例 では肺の気

腫性変化を伴 っていた。

これ らの例 は,い ずれ も本剤投与直前は抗生剤の投与

はなされていなか った。

2.起 炎菌の変化(Table1)

当施設にお ける喀疾細菌検 索において,比 較的多量

(十)～(+)以 上検 出さ払 かつ通 常呼吸器疾患に起

炎性 が認め られるものおよび臨床経過 との関連により可

能性のある菌を推定起 炎菌 とした。

以上の検討 か ら,起 炎菌 としては,K.pneumoniae

1例,Paeruginosa1例 が同定 された。

これ らの菌の うち,本 剤投与によ りK.pneumoniae

1例 は消失 したが,P,aerugilnosaは 不変であった。

3.臨 床症状,所 見の変化(Table1)

体温 喀疲 量とその性状 白血球数,血 沈値,CRR

また胸部X線 像の変化 をも観察 し,こ れ らを総合的に判

断 し効果判 定の根拠 とした。

喀疾量は,1日50m1以 上を(+),50～10mlを(十),

10m1以 下 を(+)と 記載 した。 また胸部X線 像は,本 剤

使用 前の異常陰影の広が りに比 し,〔I〕 がその90%以

上消失,〔II〕 は有意改善が認め られるが 〔I〕に満た

ない もの,〔III〕は有意変化が認 め られ ない もの として

記載 した。 なお,慢 性気道感染症の胸部X線 像は,い わ

ゆる慢性気管支炎に特徴的である下肺野の小粒状,お よ

びtram lineな ど,む しろ器質化 され た陰影が主体 と

な り,す でに消退力塑 めない ものであったが,こ れらは

全て有所見 として取 り上 げた。
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次いで各個症例について記述する。

〔症例1〕 気管支喘息を基礎疾患 に有する急性気管支

炎例。本剤使用後 に発 熱 喀疲 の消失 がみ られ,

CRPも 陰 性化 し有効 と判定 した。

(症例2〕 慢 性気管支炎の急性増悪 を呈 した例。本剤

使用後,発 熱 膿性疾,検 査値 の改善 を認め有効 と

判定 した。

〔症例3)気 管支拡張症の感 染増悪例。本剤使用後に

平熱化,喀 疾消失,検 査値 のすみやかな改善 をみ,

著効 と判定 した。なお,本 例 で はGOTの 軽 度上

昇 をみたが臨床症状 はな く本剤中止後に正常化 した。

〔症例4〕 慢 性気管支炎例。本剤使用後に平熱化 喀

疾 減 少 をみ,有 効 と判 定。起 炎 菌 で あったK.

Pneumoniaeは 消失 した。

〔症例5〕 びまん性汎細気管支炎例。発熱 ・膿 性疾 は

本剤使用後 も改善せず無効 と判定 した。

III.総 合 臨 床 効 果

以上の各症例 をま とめてみ る と,起 炎菌がPaer.

uginosaで あった症例5を 除 く4症 例で有効以上 という

成績が得 られた。

IV.副 作 用

本剤 吏用期間中,本 剤によると考 えられる愁訴 臨床

所見 はみ られ なかった。臨床検査値 では1例 に軽度 の

GOTの 上昇がみ られたが,本 剤投与終 了後すみやかに

正常値へ復 し本剤 との関連が推定された。

V.考 察

CS-807は グラム陽 性 ・陰性菌に広範囲 な抗菌 スペ ク

トラムを有 し,こ れまでの経 口用セファロスポ リン系薬

剤の抗菌力が十分でなかったEnterobacter,Serratia,

Indole(+)Proteus属 等に も強 い抗菌力 を示す点 が特

徴的 と考え られている。 さらに,組 織 移行性 も良好であ

り,動 物を用いた組織内濃度の検討では,肺 への移行 も

腎,肝 に次 いで良好である。従 って,当 然なが ら呼吸器

感染症領域での有用性が期待 さ札 かかる基礎 的検討を

考慮 しつつ呼吸器 感染症 に対 しての臨床治験を試みた。

投与対象 とな ったのは呼吸器感染症の調 であ ったが,

Paerugilnosaが 喀疾から検出 された,び まん性汎細気

管支炎例以外は全例有効以上の成績が得 られた。特 に症

例2,3,4の ように慢 性の軸治 性気道感染症 に対する

有効 性が得 られたことは,本 剤の特徴 が示 されていると

いえよう。一方,本 治験 では,臨 床検査 で1例 の軽度の

GOT上 昇以外 は自他覚的 な副作用は認め られ なか った。

以上のことを勘案する と本剤は呼吸器感染症例 に対 し

て安全に使用可能であ り,ま たその有用性 も期待 される

薬剤 といえよう。
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CS-807 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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We studied CS-807, a cephalosporin antibiotic, to determine its clinical efficacy and safety by the oral route

in five patients with respiratory infection : one case of acute bronchitis, two of chronic bronchitis, one of

bronchiectasis and one of diffuse pulmonary bronchitis.

The clinical response was good in four cases, and fair in one. No adverse reaction was noted. From our

results, we consider CS-807 to be useful in the treatment of respiratory tract infections.


